








●青いマックの日
2025年10月19日（日）にチャリティ活動「青いマックの日」を実施し、ドリ
ンクカップやペーパーバック、店舗の装飾をドナルド・マクドナルド・ハウ

スのテーマカラーである青にそろえて支援を呼びかけました。多くの方

にご参加いただき、過去最高額となる募金が集まりました。「青いマック

の日」当日にご購入いただいたハッピーセット1つに付き、50円を日本マ
クドナルドおよびマクドナルドフランチャイズ法人より寄付しています。

青いマックの日 募金・寄付総額

121,480,660円

●マラソンを通じた支援
2025年3月に開催された東京マラソン2025で、ドナルド・
マクドナルド・ハウスへの支援のために“Team DMHC”
ランナー852人が参加しました。約400人のマクドナルド
スタッフ、ビジネスパートナーが応援団を結成し、沿道か

ら“Team DMHC”ランナーに声援を送りました。
また、マラソンを通じた支援が全国に広がっており、大

阪・神戸・福岡で開催されたマラソン大会にも、“Team 
DMHC”ランナーが参加しました。東京マラソン2025で
のチャリティランナーを通じた支援額は総額2億円にの
ぼります。

ドナルド・マクドナルド・ハウスは東京マラソン2025チャリティの寄付先団体です

●スマイルソックス募金
学童野球球児・サッカー少年少女・保護者・チーム関係者

が、病気と向き合う同じ年頃の子どもたちへの想いを込

めて、全国大会で「スマイルソックス募金」に協力してくだ

さいました。また、学童野球都道府県大会や全国各地で

行われているイベント会場でも「スマイルソックス募金」

を実施しています。

※ 日本マクドナルド（株）および日本マクドナルドフランチャイジーからのハッピーセット販売数に応じた寄付と、2025年10月1日（水）～10月31日（金）のキャンペーン期間中にお客様からお
寄せいただいた募金総額（店頭募金、モバイルオーダーによる募金、店舗におけるPayPayを使用した募金、募金付きセットによる募金、Yahoo!ネット募金ほか財団へ直接支援いただいた
金額を含む）

お客様から募金いただいた
ドナルド・マクドナルド・ハウス支援総額

165,460,338円
お寄せいただいた募金は、すべてドナルド・マクドナルド・ハウスへ寄付
させていただいており、ハウスの運営や建設などに使われています。

※ 店頭募金、モバイルオーダーによる募金、店頭におけるPayPayを使用した募金、募金付きセットによる募金、
Yahoo!ネット募金ほか財団へ直接支援いただいた金額を含む

自宅から遠く離れた病院に入院する子どもとご家族のた

めの滞在施設です。“第二のわが家”をコンセプトに病院の

すぐそばに建てられており、2025年12月現在、全国に12ヵ
所あります。日本マクドナルドはドナルド・マクドナルド・

ハウスを設立当初から継続的に支援しています。多くの方

が気軽にチャリティに参加できるよう、全店舗に設置した

募金箱、募金付きクーポン、モバイルオーダーからの募金

に加え、キャッシュレス決済サービス「PayPay」を使用し
た募金もご利用いただけるようになりました。

ドナルド・マクドナルド・ハウス

＜2025年12月現在＞

ドナルド・マクドナルド・ハウスの支援

マクドナルドは共に助け合う社会を目指したチャリティ文化の醸成と

「公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパン」の支援などを通じて

“病気の子どもとその家族”を笑顔にする活動に取り組んでいます。
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高円宮賜杯全日本学童軟式野球大会 マクドナルド・トーナメント
1986年より、“小学生の甲子園”とも称される歴史ある大会を支援し、今年で40年目を迎え
ました。2025年の全国大会は新潟で開催され、多くの子どもたちが最後まであきらめること
なく全力で戦いました。

支援活動の一環として、小冊子「野球プレーヤーブック2025」を、大会登録チームに所属する
選手約37万人に配布しました。また、全国大会に出場するチームの活動拠点近隣店舗では、
全国の学童球児の憧れである「マクドナルドワッペン」の贈呈式を開催し、地域コミュニティ

が一体となって選手たちをサポートしています。

野球 マクドナルド全国ミニバスケットボール大会

小学生年代の子どもたちに男女を問わずなじみの深いバスケットボール。

2023年から小学生年代対象の「マクドナルド全国ミニバスケットボール
大会」をサポートしています。3月末には、国立代々木競技場第一体育館・
第二体育館で開催。各都道府県代表として男子・女子47チームずつが出
場し、優勝は決めない交歓大会として開催されました。2025年度より、都
道府県代表の誇りを胸にバスケットボールを楽しむ子どもたちがさらに

輝くことを願い、全国大会出場選手全員にオリジナルの「マクドナルドワッ

ペンステッカー」をプレゼントしました。

バスケットボール

第56回マクドナルド
全国ミニバスケットボール大会

全国約 8,340チーム

JFA 第49回全日本U-12サッカー選手権大会

全国約 8,200チーム  39万人
支援
児童約

マクドナルド フレンドリーカップ
より多くの選手にも出場機会をつくり、仲間たちと交流を深めてほしいとの想いから、

「マクドナルド フレンドリーカップ」を2019年から開催しています。特別にスマイルソッ
クスを履いて出場することをJFA（日本サッカー協会）に認めていただいており、選手
が病気と向き合う子どもたちを応援してプレーしています。

JFA 全日本U-12サッカー選手権大会
12歳以下の選手で構成される全国のチームが出場を目指し、国内外で活躍す
るプロサッカー選手を数多く排出している日本最大規模の小学生サッカー大

会を、2011年からサポートしています。2025年も支援活動の一環として、小冊
子「サッカープレーヤーブック2025」を大会登録チームに所属する選手約39
万人に配布しました。

サッカー

高円宮賜杯 第45回 全日本学童軟式野球大会
マクドナルド・トーナメント

全国約 10,000チーム  37万人
支援
児童約 ※2025年度

日本障がい者サッカー連盟支援

「すべての子どもたちがスポーツを楽しめる社会の実現」を目指し、2016年よ
り日本障がい者サッカー連盟を支援しています。この取り組みを通じて、障が

いの有無に関わらず、誰もがサッカーを楽しめる環境づくりに貢献しています。

＜2025年12月現在＞

キッズスポーツ支援

子どもたちの心と体の健全な成長を願って、スポーツを楽しむ子どもたちを支援しています。

また、経験の有無に関わらず、

スポーツを子どもたちに楽しんでいただくイベントや体験の機会を提供しています。
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地域の警察本部などと協力し、子どもたちの安全を守る

ための様々な活動を行っています。マクドナルド店舗は、

子どもが危険に遭遇した時や困った時に駆け込んで助け

を求めることができる「こども110番の家」として登録され
ています。2025年には岩手県、秋田県、奈良県でも参画を
開始し、登録は35都道府県・2,535店舗となりました。
また、全国交通安全運動などの期間中には、各警察本部と

連携した「防犯教室」や「交通安全教室」を開催。トレイマッ

トや店舗のデジタル掲示板では、「地域の安全安心」を呼

びかけています。

安全安心を守る取り組み

「こども110番の家」実施店舗数

2,535店舗

国と地方自治体が推進する「子育て支援パスポート事業」

に協力しています。「子育て支援パスポート」をご提示い

ただいたお客様にチーズバーガーのハッピーセットを

割引価格でご提供しています。

子育て支援

子育て支援におけるハッピーセット販売数

541,596セット

マクドナルドラジオ大学®
移民や難民を教授とし携帯で講義を聴講する、演出家／アー

ティスト 高山明氏（PortB）のアート作品。美術館と連携し、
お食事をしながら世界と繋がる「学び」や「発見」をお届け

しています。2025年、経済産業省とForbes Japanによる
「ART & BUSINESS AWARD 2025」のコーポレート・ス
トラテジー部門にてファイナリストに選出されました。

子ども食堂

地域コミュニティの一員として、ご要望いただいた子ども食堂や支援団体の皆さまと連携したサポートを一部エリアで行っています。また、商品プロモー

ション後に余剰が生じた食材をフードバンクへ寄付する取り組みを継続して実施できる体制構築をサプライヤーの皆さまと協力して進めています。

＜2025年12月現在＞

地域コミュニティと連携した活動

“あなたの街と共にあるマクドナルド”として、

安全で安心な活気ある街づくりを目指し、地域に貢献する活動を行っています。
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地球や社会のために「自分に何ができるのか」を考える機

会につなげてほしいという願いを込めて、小学校高学年

を対象に、一部地域で出張授業を実施しています。これま

でに約2,300人※の児童に受講いただきました。近隣店舗

のスタッフがマクドナルドの取り組みを紹介し、児童たち

に「地球のためにできること」を考えていただく内容となっ

ています。 ※2025年12月末現在の報告数

SDGs授業

実施店舗数・回数

1,025店舗

実施回数

314回

ハンバーガーやポテト、ドリンクの作り方など、マクド

ナルドならではのお仕事体験ができる「マックアドベン

チャー」。3歳～12歳の子どもを対象としたプログラムです。
マクドナルドの正しい手洗いも学びます。

マックアドベンチャー

56,318回

2005年に開発した小学生向けオリジナル教材「食育の時
間」から20年間、「食」を提供する企業の責務として、教育
現場の食育授業を支援してきました。現在、ホームページ

で公開している「食育の時間＋（プラス）」は、全国の教育

現場でご活用いただいています。また、家庭でも食育を学

ぶ機会を増やしていただきたいと考え、2025年の夏休み
期間にも「自由研究特設サイト」を公開しました。

食育支援

未就学児と小学校低学年を対象に、日常生活に必要なルー

ルやマナーを伝えるプログラムを実施しています。「交通」

「防犯」「SDGs」の3つのプログラムを、訪問またはオン
ラインで提供しており、ドナルド・マクドナルドと一緒に分

かりやすく楽しく学ぶことができます。

ハロードナルド！

延べ受講者数（卒業生数）

3,000人以上

教職員研修の実施（ハンバーガー大学）

マクドナルドの人材育成機関である「ハンバーガー大学」は、教

職員の方たちに対しても授業を実施しています。

当社の誇るリーダーシップやコミュニケーションに関わるプロ

グラムで先生方のスキルアップに貢献することは、地域の活性化

につながると考えています。1999年に東京都の職員向け研修を
開始して以来、対象を他県にも広げながら継続して実施しています。

＜2025年12月現在＞

教育支援

子どもたちの笑顔をより豊かにするために、様々な学びの機会を提供しています。
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Our Planet2025DATA

電気

65,648
万kWh/年

対前年比 +0.9%

ガス（都市ガス換算）

3,118
万m3/年

対前年比 +3.1%

万t/年
対前年比+4.1%

水道

527.3

全店の種別エネルギー使用状況 全店のCO2排出量＆再生可能エネルギーの割合

原油換算値

195,526
キロリットル/年

対前年比 ▲4.0%

お客様千人あたりの種別エネルギー使用状況

電気

409.4 kWh/千人
対前年比 ▲4.2%

ガス（都市ガス換算）

19.4 m3/千人
対前年比 ▲2.5%

水道

3.3 t/千人
対前年比 ±0.0%

電気

738.5 kWh/百万円
対前年比 ▲5.9%

ガス（都市ガス換算）

35.1 m3/百万円
対前年比 ▲3.8%

水道

5.9 t/百万円
対前年比 ▲3.3%

売上100万円あたりの種別エネルギー使用状況

CO2排出量

286,113
対前年比 ▲9.0%

t-CO2/年 92.0
対前年比 ▲9.6%

t-CO2/店舗

環境データ エネルギー使用状況&CO2排出状況

※1 総量合計値はマーケット基準の値を使用し
ています。また、GHGプロトコルに則った算定
にあたり、基準年の排出量実績について集計方
法が変更となったため、過去の開示数値から変
更が生じています。

※2 Scope1、2の算定対象範囲のうち、マック
デリバリー等での社有車走行による軽油・ガソ
リン使用に伴う排出量は、総排出量対比で1%未
満（2023年実績で約0.3%）であるため除外し
ております。

※3 フランチャイズ店舗からの排出量は、本来
Scope3-カテゴリ14の集計対象範囲ですが、店
舗とオフィスからの排出量削減目標の対象範囲
であるため、Scope1、2の範囲として計上してお
ります。

※4 Scope2の算定に使用する排出係数は環境
省が公表する電気事業者別排出係数を使用して
いますが、本レポートの作成時点では2025年度
算定分の排出係数が未公表のため、2024年度算
定用の排出係数を使用した暫定値を報告してい
ます。

※5 オフィスおよび総合研究施設における電力
使用に伴う温室効果ガス排出量については、再
エネ化および非化石証書の適用によって実質排
出量0としています。

施設ごとの過去3年間のCO2排出量

総量※1（t-CO2） 399,436 332,899 314,273 286,116
　基準年対比削減率（%） - 16.7 21.3 28.4

Scope1※2

オフィス（t） 0 0 0 0
直営店舗（t） 27,750.6 23,526.0 20,988.6 16,409.0
フランチャイズ店舗※3（t） 53,763.9 51,036.3 54,781.4 38,304.6
マクドナルドの
総合研究施設（t） 1.9 1.9 4.5 3.3

Scope2
※2,4

マーケット基準

オフィス※5（t） 329.4 198.3 0.0 0.0
直営店舗（t） 109,422.7 74,832.4 53,500.5 31,641.3
フランチャイズ店舗※3（t） 208,063.7 183,213.5 184,998.0 199,757.7
マクドナルドの
総合研究施設※5（t） 104.0 90.8 0.0 0.0

ロケーション基準

オフィス（t） 355.4 214.5 218.4 168.7
直営店舗（t） 116,403.6 94,148.9 85,019.7 74,040.3
フランチャイズ店舗※3（t） 211,349.9 191,840.2 202,655.2 206,832.1
マクドナルドの
総合研究施設（t） 111.7 102.0 102.3 73.8

 2025基準値
（2018年） 2023 2024

再生可能エネルギーの割合

対前年比+5.0ポイント
20.5 %

サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。

 https://w.mdj.jp/1a22am/
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環境データ 廃棄物発生状況&容器包装類使用状況

全体

169.5千t/年
対前年比+3.0%

全体

195.5 kg/百万円
対前年比 ▲3.7%

0円

事業年度中の環境関連罰金
および罰則の総費用

全店の食品・容器包装廃棄物量 商品売上100万円あたりの食品・容器包装廃棄物量

全体に占める割合 26.7%
対前年比+5.3%

紙類

45.3 千t/年
全体に占める割合 3.5%
対前年比+3.4%

プラスチック類

6.0 千t/年

全体に占める割合 29.7%
対前年比 ▲0.8%

食品

50.4 千t/年

全体に占める割合 26.7%
対前年比▲1.5%

紙類

52.2 kg/百万円
全体に占める割合 3.5%
対前年比▲4.2%

プラスチック類

6.9 kg/百万円

全体に占める割合 29.8%
対前年比 ▲7.2%

食品

58.2 kg/百万円

食品リサイクル法に基づく
ファーストフード店の
発生抑制目標値83.3kg/百万円を
下回っています。

全体に占める割合 30.2%
対前年比+5.1%

パッケージ（容器包装）

51.3 千t/年
全体に占める割合 40.0%
対前年比+4.5%

梱包材など

67.8 千t/年

全体に占める割合 40.0%
対前年比 ▲2.3%

梱包材など

78.2 kg/百万円

全体に占める割合 30.2%
対前年比 ▲1.8%

パッケージ（容器包装）

59.1 kg/百万円

お客様提供用
容器包装類の取り組み

PFASの使用
2024年製造分
よりすべて

非使用

※ 食品リサイクル定期報告に基づく発生抑制を含む

食品リサイクル率※

対前年比+2.3ポイント
72.4 %

サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。

 https://w.mdj.jp/1a22am/
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売上100万円あたり原単位 電気 ガス CO2排出量
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お客様千人あたり原単位 電気 ガス CO2排出量

環境データ推移

 20252021 2022 2023 2024

電気
（㎘ /年） 163,032 167,859 166,333 167,342 168,897

　対前年比（%） +1.3 +3.0 ▲0.9 +0.6 +0.9
ガス（都市ガス換算）

（㎘ /年） 40,524 41,747 35,120 36,279 26,629
　対前年比（%） +5.3 +3.0 ▲15.9 +3.3 ▲26.6
原油換算値

（㎘ /年） 203,556 209,605 201,453 203,622 195,526
　対前年比（%） +2.0 +3.0 ▲3.9 +1.1 ▲4.0
CO2排出量

（t-CO2/年） 362,470 360,083 331,622 314,268 286,113
　対前年比（%） +3.1 ▲0.7 ▲7.9 ▲5.2 ▲9.0
水道

（万t/年） 484.0 473.2 484.7 506.6  527.3 
　対前年比（%） +11.8 ▲2.2 +2.4 +4.5 +4.1
再生可能エネル
ギーの割合（%） 算出無し 算出無し 8.1 15.5 20.5
　対前年比
（ポイント）

- - - +7.4 +5.0

 20252021 2022 2023 2024

電気
（㎘ /店舗） 54.6 55.6 54.5 54.2 54.3

　対前年比（%） +0.4 +1.8 ▲2.0 ▲0.6 +0.2
ガス（都市ガス換算）

（㎘ /店舗） 13.6 13.8 11.5 11.8 8.6
　対前年比（%） +4.4 +1.5 ▲16.7 +2.6 ▲27.1
原油換算値

（㎘ /店舗） 68.2 69.4 66.0 66.0 62.9
　対前年比（%） +1.1 +1.8 ▲4.9 ±0.0 ▲4.7
CO2排出量
（t-CO2/店舗） 121.5 119.3 108.7 101.8 92.0

　対前年比（%） +2.2 ▲1.8 ▲8.9 ▲6.3 ▲9.6
水道

（t/店舗） 1,621.9 1,567.5 1,588.2 1,641.6 1,696.1
　対前年比（%） +10.8 ▲3.4 +1.3 +3.4 +3.3

 20252021 2022 2023 2024

電気
（ℓ /百万円） 算出無し 算出無し 213.8 201.8 190.0

　対前年比（%） - - - ▲5.6 ▲5.8
ガス（都市ガス換算）

（ℓ /百万円） 算出無し 算出無し 45.2 43.7 30.0
　対前年比（%） - - - ▲3.3 ▲31.4
原油換算値

（ℓ /百万円） 算出無し 算出無し 259.0 245.5 220.0
　対前年比（%） - - - ▲5.2 ▲10.4
CO2排出量
（t-CO2/百万円） 算出無し 算出無し 0.43 0.38 0.32
　対前年比（%） - - - ▲11.6 ▲15.8
水道

（t/百万円） 算出無し 算出無し 6.2 6.1 5.9
　対前年比（%） - - - ▲1.6 ▲3.3

 20252021 2022 2023 2024

電気
（ℓ /千人） 115.8 114.2 113.5 109.9 105.3

　対前年比（%） ▲4.1 ▲1.4 ▲0.6 ▲3.2 ▲4.2
ガス（都市ガス換算）

（ℓ /千人） 28.8 28.4 24.0 23.8 16.6
　対前年比（%） ▲0.3 ▲1.4 ▲15.5 ▲0.8 ▲30.3
原油換算値

（ℓ /千人） 144.6 142.7 137.5 133.8 121.9
　対前年比（%） ▲3.3 ▲1.3 ▲3.6 ▲2.7 ▲8.9
CO2排出量
（kg-CO2/千人） 257.6 245.1 226.3 206.5 178.4
　対前年比（%） ▲2.3 ▲4.9 ▲7.7 ▲8.7 ▲13.6
水道

（t/千人） 3.4 3.2 3.3 3.3 3.3
　対前年比（%） +6.2 ▲5.9 +3.1 ±0.0 ±0.0

全店の種別エネルギー使用状況 店舗あたりの原単位種別エネルギー使用状況 商品売上100万円あたりの原単位種別エネルギー使用状況 お客様千人あたりの種別エネルギー使用状況

※エネルギー使用量（㎘ /年）（ℓ /年）は原油換算値を使用 サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。
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食品類 紙類（パッケージ） プラスチック類（パッケージ） 梱包材・他

全店廃棄物排出量
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全食品ロス量＆商品売上100万円あたりの食品ロス量
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環境データ推移

全体（千t/年） 158.2 161.9 160.1 164.6 169.5
対前年比（%） +9.9 +2.4 ▲1.2 +2.8 +3.0
食品（千t/年） 52.3 50.8 49.9 50.8 50.4
割合（%） 33.1 31.4 31.1 30.9 29.7
対前年比（%） +10.1 ▲2.9 ▲1.8 +1.8 ▲0.8

食品リサイクル率※1

（%） 60.2 65.0 68.6 70.1 72.4
対前年比（ポイント） +1.2 +4.8 +3.6 +1.5 +2.3

紙類※2（千t/年） 40.1 41.8 41.4 43.0 45.3
割合（%） 25.3 25.8 25.9 26.1 26.7
対前年比（%） +8.0 +4.3 ▲1.0 +3.9 +5.3

プラスチック類※2

（千t/年） 6.5 6.7 6.0 5.8 6.0
割合（%） 4.1 4.2 3.7 3.6 3.5
対前年比（%） +14.1 +3.7 ▲10.4 ▲3.3 +3.4

梱包材など（千t/年） 59.3 62.6 62.8 64.9 67.8
割合（%） 37.5 38.6 39.2 39.4 40.0
対前年比（%） +10.8 +5.6 +0.3 +3.3 +4.5

 20252021 2022 2023 2024

全店の食品・容器包装廃棄物量

商品売上100万円あたりの食品廃棄量＆食品リサイクル率
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※食品リサイクル法に基づくファーストフード店の発生抑制目標値=83.3 kg/百万円
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食品リサイクル率商品売上100万円あたりの食品廃棄量

食
品
リ
サ
イ
ク
ル
率
﹇
%
﹈

全体（kg/百万円） 248.2 230.3 210.0 203.0 195.5
対前年比（%） ▲0.3 ▲7.2 ▲8.8 ▲3.3 ▲3.7
食品（kg/百万円） 82.1 72.3 65.4 62.7 58.2
対前年比（%） ▲0.3 ▲12.0 ▲9.5 ▲4.1 ▲7.2

紙類（kg/百万円） 62.9 59.5 54.4 53.0 52.2
対前年比（%） ▲2.1 ▲5.5 ▲8.6 ▲2.6 ▲1.5

プラスチック類
（kg/百万円） 10.2 9.6 7.8 7.2 6.9

対前年比（%） +3.4 ▲6.0 ▲18.5 ▲7.7 ▲4.2
梱包材など（kg/百万円） 93.0 88.9 82.4 80.0 78.2
対前年比（%） +0.4 ▲4.3 ▲7.3 ▲2.9 ▲2.3

 20252021 2022 2023 2024

商品売上100万円あたりの食品・容器包装廃棄物量

全食品ロス量（t/年） 15,805.9 15,292.3 14,592.0 14,726.7 13,819.2
対前年比（%） +4.9 ▲3.2 ▲4.6 +0.9 ▲6.2

商品売上100万円
あたりの食品ロス量

（kg/百万円）
24.8 21.8 19.2 18.2 16.0

対前年比（%） ▲5.0 ▲12.3 ▲11.9 ▲5.2 ▲12.2

 20252021 2022 2023 2024

全食品ロス量＆商品売上100万円あたりの食品ロス量

※1 食品リサイクル定期報告に基づく発生抑制を含む　※2 紙類とプラスチック類の和をパッケージとして算出 サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。
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Our Planet2025DATA

環境データ推移 食品安全

MSC-C-57384

ra.org/ja

責任ある調達

Food Quality & Sourcing2025DATA

0件

食品安全にかかる重大な違反

食品安全監査機関から
重大な違反を受けた件数

PLACEHOLDER

DQMP （物流倉庫品質マネジメントプログラム）

第三者による監査を実施し、
当社の基準を満たした配送センター数・割合

10014センター %

100%

店舗の外部衛生監査

外部の検査会社を通じて実施された監査としての
要件を満たした店舗数・割合

3,000約 店舗

100%

SQMS （サプライヤー品質マネジメントシステム）

GFSI規格要求事項に独自項目を追加した、
さらに厳しい食品安全マネジメントシステムの
要求事項を満たしたサプライヤーの割合

100%

FSC®認証 （森林保全）

お客様向け紙製容器包装類、
トレイマットおよび
木製カトラリー類のFSC認証取得率

PLACEHOLDER

100%

MSC認証 （水産資源保全）

MSC認証取得漁業で獲られた
フィレオフィッシュの
白身魚の割合

100%

レインフォレスト・アライアンス認証 
（持続可能な農業）

コーヒー豆のレインフォレスト・
アライアンス認証取得率

食中毒の
集団発生件数

0件 0件 0t

食品リコール件数、
リコール総量

77%

ビーフ

森林破壊を伴わない
サプライチェーンによる調達率

※ マクドナルドグローバルの数値　（2024年）

100%

RSPO認証※ 
（持続可能なパーム油の調達）

フライオイルの
RSPO認証取得率

※マスバランス認証 

100%

大豆 
チキンの生育用の
飼料大豆における
RTRS※認証のクレジットの購入率

※ 責任ある大豆に関する円卓会議

2020 2021 2022 2023 2024
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全店フロン排出量
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フロン（t-CO2/年） 3,436 2,941 1,172 2,448 2,489
対前年比（%） - ▲14.4 ▲60.1 +108.9 +1.7

20242020 2021 2022 2023

全店フロン排出量

※4月から翌年3月までで算出

廃棄物発生状況

（FSC®N004151）

www.fsc.org

サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。
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※1  対象者は日本マクドナルド株式会社社員　※2 対象者は日本マクドナルド株式会社社員およびクルー　※3 対象者は日本マクドナルド株式会社のクルー

男性の賃金に対する女性の賃金の割合

地域ごとの平均時給
最低賃金は各都道府県により定
められており、2025年は全国平
均で1,121円となっています。いず
れの地域においても最低賃金を
100%担保すると共に、マクドナ
ルドのグローバル報酬ポリシー
に則り、役割と責任の大きさに基
づく競争力ある報酬水準を設定し
ています。

労働関連法規の遵守
マクドナルドはピープルビジネス
であり、法令遵守の徹底を重視し、
教育や体制づくりに取り組んでい
ます。

職場環境

オフィス社員

男女の賃金格差　

Jobs, Inclusion & Empowerment2025DATA
人事データ

従業員構成比率

全社員数（正社員）

2,780人

クルー（アルバイト）

全国クルー人数

220,000人約

若い世代のクルー（24歳以下）

140,000 人約

プレミアムエイジクルー（60歳以上）

14,000人約

外国人クルー

24,000人約

障がい者雇用比率※2

1.79 %

従業員エンゲージメント※2

91.2%

離職率※1

9.4 %

有給休暇取得率※1

59.3 %

月間平均残業時間※1

18.7時間

出産・育児・介護
休業制度利用者※1

61人

男性の育児休業取得率※2

53.0%

全労働者※2

76.4 %

育児休業取得後の
復帰率※1

100%

うち正規労働者※1

77.4 %

うち非正規労働者※3

96.9 %

従業員サーベイのエンゲージ
メントに関する項目より算出

女性店長比率※1

35.4 %

女性役員比率※1

27.8 %

女性管理職比率※1

27.8 %

男女構成比率※1

男性

59.9 %

女性

40.1%

2030年度目標

40%

健康・福祉増進プログラムの提供

教育研修・健康プログラム 受講者実績

社員の健康診断受診率※1

98 %

ストレスチェック受診率※1

86 %

ハンバーガー大学

受講従業員数、研修時間、カリキュラム数

10 種類96,030 時間延べ14,000人約

サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。
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※1 従業員サーベイのエンゲージメントに関する項目より算出しています。対象者は日本マクドナルド株式会社社員およびクルー　※2  対象者は日本マクドナルド株式会社社員　※3 対象者は日本マクドナルド株式会社社員およびクルー　※4 対象者は日本マクドナルド株式会社のクルー

 2025年 2024年 2023年

従業員
エンゲージメント（%） 89.8 90.1 91.2
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全労働者※3（%） 76.6 77.7 76.4
うち正規労働者※2（%） 75.8 76.3 77.4
うち非正規労働者※4（%） 98.3 98.1 96.9

2025
0

20

40

60

80

100

2023 2024

[

%]

 2025年 2024年 2023年

女性管理職比率（%） 25.5 25.3 27.8
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女性店長比率（%） 32.7 34.2 35.4
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 2025年 2024年 2023年

男性の
育児休業取得率（%） 29.3 61.5 53.0
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Jobs, Inclusion & Empowerment2025DATA

人事データ推移

従業員エンゲージメント※1 女性管理職比率※2 女性店長比率※2

男性の育児休業取得率※3 男女の賃金格差

 2025年 2024年 2023年

障がい者雇用比率（%） 2.31 2.50 1.79
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障がい者雇用比率※3

社会貢献活動支出額

Community Connection2025DATA

総額

701,547,626 円

うち 非営利団体への寄付額

22,673,900 円

全労働者 正規労働者 非正規労働者

サステナビリティに関するデータはHPでもご覧いただけます。
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マクド（関西人としてあえてこう呼ばせていただきます）は、子どもの頃か

ら、身近ながら特別な存在でした。わが家は、母が専業主婦で、料理もお菓

子も手作りが多かったので、子どもの頃、日常的に外食や中食（買ってきた

ものを家などで食べること）をすることはありませんでした。ですが、週末

に出かけた際には、家族連れでも気楽に入れて、いろいろ選べるマクドで食

べることもあり、それがとても楽しみでした。

頼むのはいつもホットケーキかフィレオフィッシュ……。特にフィレオ

フィッシュは、当時の私の味覚の幅を大いに広げる存在で、なんとも言えぬ

衝撃であったことを、今でも覚えています。それがまさか、持続可能な水産

資源であることを証明するMSC「海のエコラベル」の代名詞になる日が

来るとは……。2年連続のMSCジャパン・アワード受賞は素晴らしいこと

です。

大学では、地球環境問題を専攻しました。また、「京大ゴミ部」というサーク

ルを立ち上げ、環境活動も始めました。そこで、様々な思想の方との出会い

があり、中にはマクドを、グローバリゼーションや食事スタイルの面などか

ら批判的に語る方もおられました。物事には必ず良い点・悪い点があると

思います。私は、地球環境問題のように、難しいけれども、多くの方の理解と

協力が必要な課題においては、まずは良い点を強調し、前向きな取り組みを

伸ばすべきと考えています。日本ではなかなか広がらない持続可能な責任

ある調達やアニマルウェルフェアといった概念についても、グローバルスタ

ンダードとして取り組む日本マクドナルドに、大きな期待を寄せています。

大学院卒業後、教員として大学に残った私は、初となる「京都大学環境報

告書」の発行に携わることになりました。データ集めからのスタートで大

変でしたが、何より悩んだのは、誰に、何のために読んでもらうか？でした。

特に学内の意見は割れ、粛々と事実だけ書けばよいという声もありまし

た。しかし、単なるデータ集ではなく、サステイナブルキャンパス構築に向

けたアクションの出発点にしたいという強い思いを持って編集にあたりま

した。マクドの報告書を手にした際にも、どうしてもそのような目線で隅か

ら隅まで読んでしまいました。かなりのボリュームですが、多くのページが

わかりやすくデザインされ、小学生でも学べる内容です。他方、目標値や計

画、データ集など、専門家にとっても読みごたえのあるコンテンツも押さえ

られています。常に多様な方々と向き合っているマクドの本領が、ここでも

発揮されているのかもしれません。

ごみ・資源循環研究の専門家として、特に評価・注目しているのは、定着し

てきたハッピーセットのおもちゃ／廃棄物の削減・リサイクルなどに加え

て、新たに2025年11月に導入された「ストローレスリッド」です。世界的課

題であるプラスチック問題への対策ですが、いずれも消費者の方の理解・

協力がなければ継続できません。研究者としてモニタリングを続けたいと

思います。

学びの玉手箱のようでしたが、一点だけ申し上げるとするならば、成果の

みならず、今後の課題などの記載もあってもよいかもしれません。課題を共

に解決する共創の時代へ……。マクドがいつまでも身近で特別な存在であ

ることを願っています。

総合地球環境学研究所　
副所長・教授

浅
あ さ り

利 美
み す ず

鈴

第三者意見
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